
【TISソリューションリンク株式会社　健康経営戦略マップ】
     当社では、健康投資の目的や効果を明確化するために、「健康経営戦略マップ」を作成しています。

人的健康資源

健康投資
健康関連の最終的な目標指標

従業員等の意識変容・⾏動変
容に関する指標

健康投資施策の取組状況に関
する指標

健康投資効果
健康経営で解決したい経営

課題

社員エンゲージメント向
上（働きがい）、特に
帰属意識向上のための
対策の実施

メンタルヘルス対策の
充実

生活習慣対策による個
⼈の⾃律的健康基盤
確⽴

様々な効果に関連する
健康投資（＊）

セルフケア、ラインケア等研
修、ヘルスケアリテラシーセ
ミナーへの参加率向上

休職率の削減、復職後に、
休職要因と同様の理由で
再度休職に⾄るケースの
削減

過重労働等、業務起因の
可能性のある社員数（医
師面接対象者）の軽減

職場でのハラスメントの
撲滅

再受診率、精密検査
受診率の向上及び不
調者把握率の向上

⼥性関連疾患等ワーク
ショップの参加率向上

両⽴⽀援対象⼈数の
増加、同者の就業継
続率向上

セルフケア教育による
・総合的健康教育
・睡眠教育
・食育教育
・飲酒・喫煙教育 の実施

⽋勤・休職復職制度・早
期発⾒早期対応による適
切対応の展開

ストレスチェック（高ストレス
者面談・組織分析含む）働
きがい調査等定量データ分析
等による職場環境に関する課
題抽出の実施

産業医療職による
・特定保健指導
・事後措置時保健指導
・⾃発健康相談
充実による⽀援強化

若⼿、中堅社員の
離職防⽌と育成で
きるノウハウ、しくみ
の構築度合

管理職へのラインケア教育に
よる職場での疾患者対応能
⼒の向上

⼈間ドック費補助、健診後の
事後措置（再検査、精密
検査）促しによる不調者の
把握

社員の就業意欲向
上と心身の健康維
持による最適⼈的
資本稼働度合の向
上及び労働生産性
の向上

健康管理システム 健康経営に関する理念

健康経営に対する経営者・
役員のコミットメント

組織風土

環境健康資源

健康資源

皆が協⼒し切磋琢磨し合える職場環境の醸成によるイノベーションや
業務改善による売上高や利益率向上を通じてROIの向上

企業価値

生涯を通じて⾃律的に健康増進や就業に就いて考え、⾏動できる⼈財の育成

社会的価値

組織の活性化によ
る職場風土の改善
と、イノベーションや
ウェルビーイングにつ
ながる組織風土の
醸成

産業医 精神科医 ⼈事部

残業時間

社員の⾃発的健康改
善活動の増加

職場側（上司）精神
的負担、対応時間の削
減

職場でのダイバーシティ
意識の向上

心理的安全性の向上

定期健診時の有所⾒
率の低減

⼥性社員の心身の健
康状態の改善

両⽴できず休職、退職
する社員数の低減

従業員が安心して
健康に⻑く働いてい
けるしくみ、風土、
制度の確⽴、ウェル
ビーイング（働くこと
での幸福）の向上

保健師 衛生委員

プレゼンティーズム

アブセンティーズム

ワークエンゲージメント睡眠時間
ラインケア・セルフケア
セミナーの参加率

仕事満⾜度

（＊）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数の「健康投資施策の
取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を「様々な効果に関連する健康投資」とする。

健康維持のための
社員の⾃律的⾏動
意欲の向上と⾏動
の実践、その上で得
られる満⾜感の充
⾜

社員エンゲージメン
ト及びワーク・エン
ゲージメントの向上
とそれを成しうる組
織的ノウハウの蓄

積・活用

アブセンティーズムの
低減

⼥性関連疾患、ガン等
含む壮年期の重⼤な身
体疾患対策（予防、早
期発⾒・対応）及び両
⽴⽀援体制構築

業務起因または就業に
影響する疾患や不調を
持つ社員の状態把握及
び⽀援体制の充実

企業のROIの向上
再投資可能な

資本の蓄積・投資へ

健保組合の健康増進活動
やさくらポイントと連携しポジ
ティブな活動を促進

プレゼンティーズムの
低減

客観的、俯瞰的視座
に基づく効果的な働き
方改革の展開

社員エンゲージメント特
に帰属意識の低い部
署の底上げ

組織や上司による適宜
提供されるフィードバック
の頻度、内容の向上


